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台風13号猛威をふるう

西大洲ー陣麓本どに被害

8月27日、大型台風13号は大洲市にとっ

て最悪のコースを取り、市内各地に大きな

被害をもたらしました。

26日からの雨や上流部に降った雨のため

市内各地で回、畑カt約 450ヘクタールも冠

一面の海と化した西大洲・阿麗地区。中央に白く
見えるのが、国道 197号線のガードレール。

水した{也、床上浸水26戸、床下浸水65戸に

も及び多大の被害を出しました。西大洲、

阿蔵、徳森、菅田、八多喜の各地区で被害

が出た他t 国道 197号線が鉄砲町、西大洲

で冠水のため通行止になりました。

被害を受けられたみなさんにお見舞申し

上げます。

今月の納税
砂市県民税(第3期)
砂国民健康保険税(第3期)

納期
10月30日



(2) おおず

9月定例市議会

広報大洲市民憲章

総
額
ワ
億
5
千
万
円
を
補
正

第
一
七
二
固
定
例
市
議
会
は
、
八
月
二
十
日
か
ら
二
十

八
日
ま
で
の
九
日
間
の
会
期
で
聞
か
れ
ま
し
た
。

今
回
の
議
会
で
は
、
昭
和
五
十
七
年
度
補
正
予
算
案
三

件
、
条
例
関
係
三
件
、
そ
の
他
七
件
の
計
十
三
議
案
、
請

願
四
件
、
陳
情
三
件
が
提
出
さ
れ
ま
し
た
。
議
案
に
つ
い

て
は
、
決
算
認
定
を
除
い
て
そ
れ
ぞ
れ
原
案
の
と
お
り
可

決
さ
れ
ま
し
た
。

り
ま
す
。

今
回
の
補
正
予
算
は
、
こ
の
よ
う
な

考
え
を
基
調
と
し
て
、
市
庁
舎
の
建
設
、

産
業
の
振
興
、
生
活
条
件
の
整
備
な
ど

懸
案
の
重
要
事
業
を
中
心
に
編
成
し
ま

し
た
。
L補

正
予
算
の
概
要

今
回
の
補
正
額
は

一
般
会
計
七
億

開
会
に
あ
た
り
近
田
市
長
は
、
提
案

理
由
の
説
明
を
次
の
よ
う
に
行
い
ま
し

た。
「
国
・
地
方
を
通
じ
て

H

行
政
改
革
H

は
、
現
在
の
最
重
要
課
題
で
す
。

私
は
、
こ
の
よ
う
な
厳
し
い
変
革
の

時
代
に
ご
そ
、
新
た
な
選
択
の
も
と
に

市
政
を
見
直
し
健
全
財
政
を
基
本
と
し

て
施
策
の
重
点
的
実
施
と
そ
の
効
率
化

に
徹
し
着
実
に
市
政
を
推
進
し
て
ま
い

二
千
百
十
五
万
円
、
特
別
会
計
三
千
六

百
二
十
四
万
円
で
計
七
億
五
千
七
百
三

十
九
万
円
で
す
。
昨
年
同
期
に
比
べ
、

四
億
四
千
六
百
十
八
万
円
台
了
六
%
)

の
増
と
な
っ
て
い
ま
す
。

一
般
会
計

1

提案理由を説明する近田市長

庁
舎
建
設
費

本
年
度
分
と
し
て

四
億
五
千
七
百
万
円

今
回
、
七
億
二
千
百
十
五
万
円
を
補

正
し
一
般
会
計
の
予
算
総
額
は
九
十
億

五
千
八
十
七
万
円
と
な
り
ま
し
た
。
昨

年
同
期
と
比
べ
四
億
五
百
九
十
四
万
円

(
四
・
七
拓
)
の
増
と
な
っ
て
い
ま
す
。

補
正
予
算
の
主
な
内
容
は
|
|
|

総
務
費
で
は
、
庁
舎
建
設
事
業
の
本
年

度
分
と
し
て
四
億
五
千
七
百
十
八
万
円
。

民
生
費
で
は
、
地
域
改
善
対
策
特
別
事

業
費
と
し
て
一
億
六
千
七
百
六
万
円
。

内
容
は
、
道
路
舗
装
事
業
で
二
軒
茶
屋

な
ど
六
地
区
で
実
施
し
ま
す
。

農
林
水
産
業
費
で
は
、
農
業
振
興
費
と

し
て
、
転
作
促
進
を
図
る
た
め
の
麦
・

大
豆
生
産
総
合
振
興
対
策
事
業
補
助
金

に
四
百
三
十
七
万
円
。

農
林
水
産
地
域
改
善
対
策
事
業
を
上

須
戒
打
越
地
区
で
実
施
し
ま
す
。
内
容

は
、
農
機
具
格
納
庫
(
九
十
六
平
方
灯
)

を
設
置
し
、
農
機
具
の
共
同
利
用
を
図

り
、
農
地
の
有
効
利
用
を
促
進
す
る
も

の
で
す
。
事
業
費
は
一
千
三
百
十
三
万

円
で
す
。

農
林
業
地
域
改
善
対
策
事
業
で
実
施

す
る
菅
田
上
東
農
道
整
備
事
業
に
一
千

八
百
三
十
万
円
。

林
業
振
興
費
と
し
て
、
間
伐
促
進
総

合
対
策
事
業
に
八
百
七
十
三
万
円
。
本

年
度
は
、
柳
沢
田
処
、
上
須
戒
打
越
・

西
峰
、
南
久
米
、
新
谷
、
蔵
川
地
区
六

十
じ
で
実
施
し
ま
す
。

土
木
費
で
は
、
道
路
維
持
費
と
し
て
市

道
舗
装
補
修
費
に
一
一
一
百
万
円
、
道
路
維

持
原
材
料
費
に
二
百
万
円
。
ま
た
、
崖

崩
れ
防
災
対
策
事
業
(
五
郎
天
神
様
前
)

に
百
五
十
万
円
。

消
防
費
で
は
、
消
防
施
設
費
と
し
て
八

多
喜
伊
州
子
地
区
の
防
火
水
槽
建
設
費

に
二
百
五
十
万
円
。

教
育
費
で
は
、
地
方
ス
ポ
ー
ツ
振
興
事

業
費
に
百
万
円
。

ま
た
、
南
久
米
小
、
南
中
の
防
球
ネ

ッ
ト
事
業
費
に
そ
れ
ぞ
れ
八
十
万
円
。

序
舎
建
設
事
業

市
庁
舎
建
設
は
、
計
画
ど
お
り
進
展

し
て
い
ま
す
。
こ
の
事
業
は
、
大
洲
市

庁
舎
整
備
審
議
会
、
大
洲
市
庁
舎
建
設

委
員
会
の
答
申
に
添
い
、
行
政
の
効
率

的
運
用
と
、
市
の
中
心
に
ふ
さ
わ
し
い

行
政
文
化
施
設
と
し
て
、
後
世
に
誇
り

得
る
庁
舎
を
建
設
す
べ
く
十
分
に
配
慮

し
、
積
極
的
に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま

す。
建
設
は
、
昭
和
五
十
七
、
八
年
度
の

一
一
か
年
で
建
設
い
た
し
ま
す
。
規
模
は
、

鉄
骨
鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト
造
で
地
下
一

階
地
上
五
階
、
延
面
積
は
六
千
二
百
九

十
五
平
方
れ
で
す
。

総
事
業
費
は
、
駐
車
場
を
含
め
て
十

四
億
五
千
万
円
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

こ
の
た
め
の
財
源
は
、
起
債
七
億
二
千

一
一
百
二
十
万
円
、
財
政
調
整
基
金
繰
入

金
六
億
円
、
一
般
財
源
一
億
二
千
七
百

八
十
万
円
を
予
定
し
て
い
ま
す
。
建
設

に
要
す
る
一
般
財
源
に
つ
き
ま
し
で
は
、

行
政
の
合
理
化
、
効
率
化
を
図
り
、
財

政
の
健
全
化
に
努
力
い
た
し
ま
す
。

本
年
度
事
業
費
と
し
て
は
、
五
億
五

千
六
百
五
十
六
万
円
を
計
上
し
て
い
ま

す
。
内
、
庁
舎
建
設
事
業
費
は
、
四
億

五
千
七
百
十
八
万
円
で
す
。
引
続
き
、

明
年
度
、
残
事
業
を
当
初
予
算
に
計
上

し
、
昭
和
五
十
九
年
三
月
に
完
成
を
予

定
し
て
い
ま
す
。

ま
た
、
現
庁
舎
は
、
九
月
中
旬
よ
り

取
り
こ
わ
し
に
か
か
り
、
そ
の
後
、
十

月
中
旬
よ
り
庁
舎
建
設
に
着
手
し
ま
す
。

条

例

関

係

大
洲
市
営
住
宅
管
理
条
例
の
一
部
改
正

公
営
住
宅
法
施
行
令
な
ど
の
一
部
改

正
に
伴
い
、
条
例
の
一
部
改
正
を
行
い

ま
す
。
入
居
条
件
な
ど
が
一
部
改
正
に

な
り
ま
し
た
。

大
洲
市
上
水
道
使
用
条
例
の
一
部
改
正

公
認
業
者
の
登
録
制
度
の
拡
充
お
よ

び
技
能
土
の
資
質
の
向
上
を
図
る
た
め

に
条
例
の
一
部
改
正
を
行
い
ま
す
。
給

水
工
事
の
手
数
料
の
改
正
を
行
い
ま
す
。
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明るい市づくりにつとめる。

|わたしの百人委員会|

郷土を愛し、(3) 

三
回
出
席
し
聴
講
さ
せ
て
も

ら
い
感
じ
る
こ
と
は
、
か
一
守
山

非
常
に
い
い
企
画
で

wυ
…
〉

i
J
3
J
i
 

号
、
毎
回
胸
の
高
ご
出
ん

な
り
を
覚
え
参
加
し
前
理

て

い

ま

す

。

日

山

¥

一

各
先
生
の
お
話
は
、
越
智
仁
川
、
い

有
益
で
あ
り
、
っ
す
一
三

γ
一一

一
句
納
得
の
い
く
こ
…
通
¥
叫
ん

と
ば
か
り
で
、
い
い
仏
、
お
友
一
九

勉
強
を
さ
せ
て
い
た
だ
い
て
い

ま
す
。
委
員
の
一
人
と
し
て
、

① 

会場に品ふれる熱気

① 

野評のうちに霊園3囲

大
洲
市
の
未
来
儀
を
模
葉
す
る
た
め
に

市
民
の
英
知
を
結
集
し
よ
う
と
七
月
八
日

に
ス
タ
ー
ト
し
た
「
大
洲
市
を
考
え
る
百

人
委
員
会
」
は
、
第
二
回
が
八
月
二
十
五

日
、
第
三
回
が
九
月
四
日
に
そ
れ
ぞ
れ
大

洲
市
農
協
に
お
い
て
開
か
れ
ま
し
た
。

い
ず
れ
の
委
員
会
も
、
大
洲
市
の
こ
れ

か
ら
の
姿
を
考
え
、
豊
か
な
未
来
を
造
り

出
そ
う
と
す
る
意
欲
に
燃
え
る
参
加
者
の

熱
気
が
会
場
に
あ
ふ
れ
で
い
ま
し
た
。

「
大
洲
市
を
考
え
る
百
人
委
員
会
し
も

始
め
た
限
り
に
お
い
て
は
、
成
果
が
残

柏木

菅野

る
よ
う
な
形
に
も
っ
て
い
き
た
い
も
の

と
思
い
ま
す
。

人
7

現
在
の
印
象
と
し
て
は
、
学
習
が 熱心に聴講する参加者たち

第
二
回

(
8
・
お
)

百
人
委
員
会
委
員
長
に

新
奇
の
袖
岡
光
徳
氏

八
月
二
十
五
日
に
聞
か
れ
た
第
二
回

百
人
委
員
会
は
、
委
員
約
百
人
が
参
加

し
H

商
庖
街
の
魅
力
寸
つ
く
り
H

に
つ
い

て
話
し
合
い
ま
し
た
。

同
日
は
ま
ず
、
委
員
が
十
班
に
分
か

れ
そ
れ
ぞ
れ
班
長
、
副
班
長
、
書
記
を

選
出
し
、
そ
の
後
、
委
員
会
全
体
の
会

長
、
副
会
長
を
選
び
ま
し
た
。

続
い
て
、
地
域
総
合
計
画
研
究
所
長

森
戸
哲
氏
の
「
新
し
い
ま
ち
ゃ
つ
く
り
と

商
庖
街
の
魅
力
マ
つ
く
り
」
と
題
し
た
講

演
を
聴
講
し
ま
し
た
。

森
戸
氏
は
講
演
で
、
「
ま
ち
守
つ
く
り
を

ど
う
考
え
る
か
」
「
地
域
の
生
産
力
を
充

実
さ
せ
る
に
は
ど
う
す
れ
ば
よ
い
か
し

「
快
適
な
環
境
守
つ
く
り
は
ど
の
よ
う
に
進

め
る
べ
き
か
し
「
商
庖
街
の
魅
力
守
つ
く
り

に
ど
の
よ
う
に
取
組
む
べ
き
か
」
「
ま
ち

守
つ
く
り
の
担
い
子
は
ど
の
よ
う
に
し
て

生
ま
れ
て
く
る
の
か
し
な
ど
の
テ
l
マ

満也(50歳)

広
範
岡
に
な
り
過
ぎ
て
い
る
よ
う
に
感

じ
ま
す
。
も
う
少
し
焦
点
を
絞
っ
て
学

習
し
た
ら
い
い
よ
う
に
思
い
ま
す
。
そ

し
て
農
業
サ
イ
ド
に
片
寄
る
こ
と
な
く

、
大
洲
市
全
体
の
産
業
の
あ
り
方
に
つ

い
て
、
職
能
別
の
意
見
、
展
望
を
集
約

す
る
よ
う
な
形
に
も
つ
で
い
く
べ
き
で

は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

こ
れ
か
ら
二
年
間
に
わ
た
っ
て
続
け

ら
れ
る
力
百
人
委
員
会
H

に
大
い
に
期
待

を
寄
せ
て
い
ま
す
。

で
他
の
都
市
の
例
を
引
き
な
が
ら
、
大

洲
の
魅
力
ま
た
大
洲
に
欠
け
て
い
る
も

の
な
ど
に
つ
い
て
指
摘
が
あ
り
ま
し
た
。

講
演
の
後
、
班
別
で
大
洲
の
高
百
街

の
あ
る
べ
き
方
向
な
ど
に
つ
い
て
意
見

交
換
を
行
い
ま
し
た
。

委
員
会
役
員
は
次
の
と
お
り
で
す
o

wv
会
長
袖
岡
光
徳
(
新
谷
)

マ
副
会
長
桝
田
与
一
(
若
宮
)

班
別
(
上
・
班
長
、
下
・
副
班
長
)

一
班
玉
木
宗
三
郎
白
石
成
チ

二
班
大
野
豊
安
岡
秀
峰

五
班
袖
岡
光
徳
吉
岡
悦
子

六
班
中
野
中
川
重
村
田
昭
…

七
班
上
田
喜
重
古
森
達
夫

八
班
菊
池
宗
利
田
村
武
四
郎

九
班
梶
谷
甚
一
吾
れ
数
義
雄

十
旺
桝
田
与
一
久
保
勝

(
二
了
四
班
は
未
定
)

第
三
回

(
9
・
4

農
業
の
置
か
れ
て
い
る
現
状

九
月
四
日
に
聞
か
れ
た
第
」
一
一
回
百
人

委
員
会
は
、
委
員
な
ど
百
五
十
人
が
参

加
し
、
農
業
の
置
か
れ
て
い
る
現
状
に

つ
い
て
学
び
ま
し
た
。

ま
ず
N
H
K
解
説
委
員
・
加
倉
井
弘

氏
が
「
農
産
物
自
由
化
と
日
本
農
業
の

将
来
」
と
題
し
て
講
演
し
ま
し
た
。

加
倉
井
氏
は
講
演
で
、
「
食
糧
自
給
率

の
低
い
日
本
農
業
の
現
状
は
、
決
し
て

楽
観
で
き
る
も
の
で
な
く
、
こ
れ
か
ら

の
政
府
の
政
治
力
な
ど
に
よ
っ
て
左
右

さ
れ
る
だ
ろ
う
」
と
述
べ
ま
し
た
。

ま
た
、
愛
媛
大
学
教
段
・
堀
田
忠
夫

氏
は
、
「
農
産
物
の
生
産
お
よ
び
流
通
の

あ
り
方
と
今
後
の
地
域
農
業
の
方
向
L

と
題
し
て
講
演
を
行
い
、
こ
の
中
で
、

「
地
域
で
採
る
べ
き
農
業
の
発
展
的
方

向
は
、
人
材
革
命
、
技
術
革
命
、
土
地

革
命
、
市
場
革
命
が
必
要
で
あ
る
L

と

述
べ
ま
し
た
。

日

時
第
四
国

大
淵
市
を
考
え
る

盲
人
委
員
会

テ
l
マ
犬
洲
の
「
光
」
を
「
観
」

な
お
す

刊
行
け
ロ
日
(
火
)

日
時
半

1

猪
爪
範
子
氏
(
地
域
総
合

計
画
研
究
所
)

講

師
間
用
問
自

品
川
民
運
動
会
u

そ
ろ
っ
て
撃
加
し
ま
し
ょ
う

体
育
の
日
の
十
月
十
日
に
、
今
年
も

「
市
民
運
動
会
」
を
運
動
公
園
で
実
施

い
た
し
ま
す
。

ス
ポ
ー
ツ
の
秋
、
一
日
を
家
族
そ
ろ

っ
て
運
動
公
園
で
市
民
の
ス
ポ
ー
ツ
の

祭
典
を
お
楽
し
み
く
だ
さ
い
。

競
技
は
、
例
年
の
と
お
り
十
二
地
区

に
分
か
れ
て
行
い
ま
す
。
日
頃
き
た
え

た
体
力
を
十
分
に
発
揮
し
て
く
だ
さ
い
。

日
時
十
月
十
日
九
時
1

(
雨
天
の
場
合
は
十
七
日
に
延
期
)

場
所
八
幡
浜
・
大
洲
地
区
運
動
公
園

陸
上
競
技
場



(4) 

は

か

以
日 A 司

i疋;

首期
検
フk
主主

おおず

-
皿
は
か
り
三
百
五
十
円
位

-
指
示
は
か
り
二
百
円
1
六
百
円

な
お
、
光
電
式
の
は
か
り
を
ご
使
用

の
か
た
は
、
訪
問
検
査
を
行
い
ま
す
の

で
、
検
査
前
日
ま
で
に
商
工
観
光
課
ま

で
わ
申
し
出
く
だ
さ
い
。

詳
し
く
は
、
商
工
観
光
課
ま
で
お
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

宮
④
2
1
1
1
内
線
2
2
5

月日、曜日 時 間 I易 Plr 
10月12日山 11時 -12時 南久米連絡所

" 13時半-15日寺 平野連絡所

10月13日(ホ) 10時半一11時半 三善連絡所

ク 13時 -15時 菅回連絡所

10月14日(木) 10R、子 -11時半 柳沢連絡所

" 13日与 -14時 旧処公民館

10月15日(釘 10日寺 -11時半 大川連絡所

" 13日寺 -14日、子 蔵川中学校

10月18日(月) 11H寺 -15日寺 新谷連絡所

10月19H(j，) 10時半-11日寺半 上須戒連絡所

ク 13日寺- 15時 八多喜連絡所

10月20日(!ね 10R与 -16日寺 大洲市保健センター

10月21日(木) 9 U寺 -12時 大洲市社会教育七ンター

" 13時半-16日寺 大洲市民会館

10月22日(釘 9時半-14時 ぞン

」 一

はかりの定期検査日程表

: ・・はで 五品検は 実
i 台棒次、検万の査、商施計
; ははの当査円取を必品し量
l か かと日に以引受ず、のま器
i りりお持は下にけ検取すの
i り参、の使て査引。定
t でし手罰用いをに 期
1 二百 すで数金すな受使 検
i六百円。く料にるいけ用 査
i百五 1 だが処とはでさ を
i五十二 さ必せ法かくれ 表
十円百 い要ら律りだる の

:円 1円 。 で か に は さ は 日
; *斗す王よ、いか 手呈
i 金の九り商 0 り で

払 全定 己療国ケ高 1
い額限さ負費保ガ額 i
も、度ら担はをを檀 i
ど高をには、使し養 l
さ額超そ二七いた費 l
れ療えの罰割診と-e:-
る養た三でを療きは i
こ費場割す国をに、 i
とと合の。保受保私 t
にし、自カf け ß~ た l
なて超己 負る医ち 1
り国え負 担場療が i
ま 保た担 し合機病 i
すか分が 、の関気:
。らは一 白医で、:

広報I高い教養を身につける健康なからだをつくり、

九
月
一
日
か
ら
、
高
額
療
養
費
の
自

己
負
担
限
度
額
が
引
き
上
げ
ら
れ
る
こ

と
に
な
り
ま
し
た
。

今
ま
で
、
私
た
ち
が
お
医
者
さ
ん
に

か
か
っ
た
と
き
、
医
療
費
の
自
己
負
担

分
と
し
て
、
一
人
、
一
か
月
(
一
つ
の

病
院
、
診
療
所
に
)
三
万
九
千
円
以
上

を
支
払
っ
た
場
合
は
、
三
万
九
千
円
を

超
え
た
分
は
全
額
、
国
民
健
康
保
険
か

ら
払
い
も
ど
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

九
月
一
日
か
ら
、
こ
の
自
己
負
担
分

の
限
度
額
が
四
万
五
千
円
に
引
き
上
げ

ら
れ
ま
す
。
つ
ま
り
、
こ
れ
ま
で
、
医

療
費
の
自
己
負
担
は
、
最
高
一
か
月
三

万
九
千
円
で
す
ん
で
い
た
の
が
、
こ
れ

か
ら
は
、
四
万
五
千
円
に
な
り
ま
す
。

た
だ
し
、
住
民
税
非
課
税
世
帯
は
、

三
万
九
千
円
に
す
え
置
か
れ
ま
す
。
ま

え
、
昭
和
五
十
八
年
一
月
か
ら
は
、
五
万

一
千
円
に
引
き
上
げ
ら
れ
ま
す
。

詳
し
く
は
、
保
険
衛
生
課
保
険
係
ま

で
。
宮
④
2
1
1
1
内
線
2
2
7

就
任
。
同
三
十
二
年
、
同
社
代
表
取
締

役
社
長
に
就
任
し
ま
し
た
。

若
く
し
て
郷
里
大
洲
を
離
れ
、
そ
の

後
訪
れ
る
機
会
も
多
く
な
か
っ
た
桝
山

さ
ん
は
、
「
以
前
か
ら
郷
土
の
た
め
に
何

か
役
立
ち
た
い
と
考
え
て
い
ま
し
た
。

こ
の
よ
う
な
形
で
、
郷
土
の
教
育
振
興

に
役
立
て
る
こ
と
は
、
私
に
と
っ
て
こ

れ
に
過
ぎ
る
喜
び
は
ご
ざ
い
ま
せ
ん
し

と
語
っ
て
い
ま
し
た
。

財
団
は
県
下
で
も
例
が
な
く
、
運
営

資
金
は
、
国
際
航
業
械
の
株
式
八
十
万

;
一
一
一
一

E
E
株
、
現
金
三
千
万
円
、

一
、
臨
圃
園
田
寄
附
金
な
ど
合
わ
せ
て

仁
子
一
い
一
恥
輔
田
園
圃
二
億
七
千
万
円
を
原
資

iγ
轟
輔
副
と
し
て
そ
の
配
当
金
、

ぷ
ぷ
一
二
つ
お
援
機
鎗
預
金
利
子
を
も
っ
て
あ

;
|
 

三
三
一
日
了
一
九
段
…
い
[
位
て
ら
れ
ま
す
。

rv
川
ぜ
轟
轟
轟
臨
圃
圃
昭
和
五
十
六
年
度
は
、

一
一
一
錨
瞳
圃
圃
園
大
洲
高
校
、
大
洲
南
中

ivy--E
大
洲
北
中
、
大
洲
小
、

喜
多
小
な
ど
に
三
百
四
十
万
円
あ
ま
り

の
教
育
資
材
が
寄
贈
さ
れ
ま
し
た
。
ま

た、

A
7年
度
も
市
内
の
公
立
の
高
、
中

小
学
校
に
視
聴
覚
教
材
、
図
書
な
ど
四

百
二
十
万
円
相
当
の
物
品
が
寄
贈
さ
れ

ま
し
た
。

〉
、
〈
く

r
p
t
t
f〈
く

2
に
く
く
く
ど
〉
、
く
C
3
〉
、
〈

宇
ナ
し
ょ
ト
フ
。

-
犬
は
必
ず
つ
な
い
で
飼
い
ま
し
ょ
う

0

・
犬
を
捨
て
な
い
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

不
要
な
犬
は
買
い
上
げ
ま
す
の
で
、

市
保
険
衛
生
課
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い

0

・
畜
犬
登
録
と
狂
犬
病
予
防
注
射
を
必

ず
受
け
る
よ
う
に
し
て
く
だ
さ
い
。

市
保
険
衛
生
課
衛
生
係

宮
④
2
1
1
1
内
線
2
2
8

桝山健三さん
(東京・ 74歳)

大
洲
市
内
の
公
立
の
教
育
施
設
を
充

実
さ
せ
よ
う
と
、
大
洲
市
出
身
の
桝
山

健
三
さ
ん
が
私
財
を
投
じ
て

H

桝
山
教

育
振
興
会
ο

を
昨
年
の
三
月
に
設
立
し

ま
し
た
。

桝
山
さ
ん
は
、
東
山
根
の
出
身
で
県

立
大
洲
中
学
校
(
現
大
洲
高
等
学
校
)

を
昭
和
二
年
に
卒
業
、
昭
和
五
年
山
口

高
等
商
業
学
校
を
卒
業
し
ま
し
た
。
同

七
年
、
ブ
リ
ジ
ス
ト
ン
タ
イ
ヤ
に
入
社
。

同
二
十
九
年
、
国
際
航
業
綱
取
締
役
に

犬は
つないで
飼おう

今トミ
一一¥ぞ三量一

十
月
は
、
「
犬
の
危
害
防
止
対
策
推

進
月
間
」
で
す
。
犬
を
飼
っ
て
い
る
人

は
、
次
の
こ
と
を
守
っ
て
正
し
く
飼
い



ご協力ください 一一寸

就業構造

基本調査

おおず広報生産に励み、豊かな家庭と郷土を築く

十
月
一
日
こ
ろ
に
、
全
国
で
「
就
業
の
と
お
り
で
す
。

構
造
基
本
調
査
し
が
行
わ
れ
ま
す
。
調
調
査
対
象
地
区

査
の
対
象
と
な
っ
た
ご
家
庭
に
は
調
査

1
、
堀
の
内
一
区
、
新
町
三

員
が
伺
い
ま
す
の
で
、
ご
協
力
を
お
願

2
、
駅
前
、
常
磐
町
六
の
二

い
し
ま
す
。

3
、
上
地
蔵
東

こ
の
調
査
は
、
こ
れ
ま
で
ほ
ぼ
三
年

4
、
上
地
蔵
西
、
常
磐
町
一
区
、
二
区

ご
と
に
行
わ
れ
て
お
り
、
皆
さ
ん
の
仕

5
、
常
磐
町
一
区
、
二
区
、
上
山
根

事
の
内
容
や
仕
事
に
対
す
る
意
識
な
ど

6
、
只
越
、
古
久
米
武
田

に
つ
い
て
わ
尋
ね
す
る
も
の
で
す
。
調
7
、
五
郎
五
区

査
で
得
ら
れ
た
デ
l
タ
は
、
国
や
地
方

8
、
天
満
、
中
ケ
市

の
雇
用
に
関
す
る
政
策
を
は
じ
め
、
皆

9
、
徳
森
(
小
鳥
越
、
土
肥
)

さ
ん
の
生
活
に
か
か
わ
る
政
策
の
た
め
目
、
大
洲
九
区
(
比
地
町
)

の
基
礎
資
料
と
し
て
活
用
さ
れ
ま
す
。

d
、
下
松
尾

な
お
、
調
査
員
や
調
査
関
係
者
が
調
立
、
八
多
喜
本
村
、
中
場

査
で
知
っ
た
個
人
や
世
帯
の
秘
密
を
漏
口
、
八
多
芸
新
町
下
、
中

ら
す
こ
と
は
法
律
で
禁
じ
ら
れ
て
い
ま

H
、
深
部
下
(
深
部
、
大
谷
、
田
辺
)

す
の
で
、
あ
り
の
ま
ま
を
調
査
票
に
記
目
、
新
谷
町
三
番
、
四
番

入

し

て

く

だ

さ

い

。

詳

し

く

は

、

市

総

務

財

政

課

文

書

統

今
回
、
大
洲
市
で
は
十
五
の
調
査
区
計
係
ま
で
。

が
対
象
に
な
り
ま
す
。
対
象
地
区
は
次
官
④
2
1
1
1
内
線
2
0
8

一

-A4ZM

‘AYち
占
克
服
、
d
屯

d
也、
d
曜
、
目
、
』
百
3
唱
。
、
d
百
帰
宅
d
幡、
d
百
』
日
唱
aJ胃
4
d、
4
、
d
も

AUも
1
3
4
3唱
aJ、

り
の
や
さ
し
さ
と
た
す
け
あ
い
の
心
を

表
わ
し
た
も
の
、
そ
れ
が
赤
い
羽
根
で

す。
今
年
度
は
、
昭
和
二
十
二
年
産
声
を

上
げ
た
共
同
募
金
運
動
の
三
十
五
周
年

に
当
た
り
ま
す
。
こ
れ
を
記
念
し
て
、

老
人
と
障
害
者
の
生
き
が
い
対
策
の
た

め
の
全
国
共
通
特
別
配
布
が
行
わ
れ
ま

す。
こ
の
機
会
に
、
各
家
庭
で
も
職
場
で

も
み
ん
な
が
こ
の

H

赤
い
羽
根
共
同
募

金
運
動
H

に
参
加
し
、
一
人
で
も
多
く

の
人
の
胸
に
赤
い
羽
根
を
つ
け
ま
し
ょ

ト
「
ノ
。

10月1日

や
さ
し
さ
を
隣
人
に

あ
な
た
の
胸
に
赤
い
羽
根
を
ノ
・

と
赤

さ
が

し
れ

さ
そ

や
一

の
心

り
の

と
し
。

ひ
あ
根

人
け
羽

一
助
い

(5) 

十
月
一
日
か
ら
、
赤
い
羽
根
の
共
同

募
金
運
動
が
始
ま
り
ま
す
。

た
す
け
や
め
い
の
心
|
|
わ
互
い
に
困

っ
た
と
き
は
助
け
あ
い
、
住
み
よ
い
地

域
社
会
を
つ
く
る
た
め
の
活
動
に
進
ん

で
参
加
し
よ
う
ー
ー
と
い
う
一
人
ひ
と

大
洲
市
共
同
募
金
会

札

川

⑤

部

落

の

お

こ

り

戦
国
時
代
は
下
魁
上
と
い
わ
れ
た
時
い
ま
し
た
。
し
た
が
っ
て
、
江
戸
幕
府
一

代
で
、
そ
れ
ま
で
の
階
級
や
身
分
は
ほ
は
政
権
の
安
定
と
維
持
を
図
る
た
め
、
内

と
ん
ど
く
ず
れ
て
し
ま
い
、
氏
も
素
姓
民
衆
の
大
部
分
を
占
め
て
い
た
農
民
が
止

も
わ
か
ら
な
い
も
の
が
領
主
と
な
り
、
団
結
し
て
反
抗
す
る
こ
と
を
恐
れ
、
政
一

h

知
恵
と
才
覚
と
力
量
が
あ
れ
ば
だ
れ
で
策
的
に
民
衆
を
農
・
工
・
商
の
順
で
身
内

ヤ
も
大
名
と
な
れ
る
乱
世
で
し
た
。
分
区
別
し
て
分
裂
支
配
を
行
い
ま
し
た
。
叶

町
こ
の
時
代
を
背
景
に
し
て
、
足
軽
の
百
姓
は
重
い
年
貢
を
と
ら
れ
、
そ
の
町

出
子
の
秀
吉
や
三
河
の
小
土
豪
の
出
で
あ
上
生
活
ま
で
規
制
さ
れ
て
み
じ
め
な
生
同

市
っ
た
家
康
が
天
下
を
と
る
こ
と
が
で
き
活
実
態
で
し
た
が
、
町
人
よ
り
上
の
身
聞

で
ま
し
た
。
い
っ
た
ん
自
分
が
天
下
を
と
分
と
さ
れ
、
ま
た
、
町
人
の
中
で
も
職
一

向
る
と
、
自
分
と
同
じ
よ
う
に
成
り
上
っ
人
を
工
の
身
分
と
し
て
商
人
の
上
に
お
叩

叩
て
く
る
者
が
出
て
こ
な
い
新
し
い
社
会
く
な
ど
、
た
く
み
な
か
ら
く
り
で
、
民
問

一
の
仕
組
み
を
つ
く
る
こ
と
が
必
要
に
な
衆
が
分
裂
す
る
よ
う
に
し
む
け
ま
し
た
。
内

向

っ

て

き

ま

し

た

。

幕

府

は

ま

た

、

武

士

に

対

す

る

農

工

叫

叩
秀
吉
は
、
検
地
と
万
狩
に
よ
っ
て
武
商
の
不
満
を
そ
ら
せ
、
士
と
農
工
商
の
同

一
士
と
農
民
・
町
人
を
分
離
す
る
政
策
を
身
分
を
確
立
し
よ
う
と
、
こ
と
さ
ら
に
、
内

山
行
い
ま
し
た
が
、
江
戸
時
代
に
な
る
と
、
い
ち
だ
ん
と
低
い
そ
の
他
の
身
分
を
お
叶

一
さ
ら
に
こ
の
政
策
が
お
し
す
す
め
ら
れ
、
い
て
差
別
を
き
び
し
く
し
ま
し
た
。
一

一
一
家
柄
や
格
式
・
社
会
的
地
位
を
は
っ
き
そ
の
他
の
身
分
の
者
を
農
民
よ
り
条
四

一
り
と
固
定
し
て
、
武
士
の
地
位
を
不
動
件
の
悪
い
場
所
に
居
住
さ
せ
、
職
業
も
一

的
の
も
の
に
す
る
た
め
の
身
分
制
度
が
つ
人
の
い
や
が
る
よ
う
な
も
の
に
制
限
し
一

一

く

ら

れ

ま

し

た

。

、

百

姓

一

撲

の

と

き

は

、

武

士

の

手

先

一

切
当
時
、
武
士
は
き
わ
だ
っ
て
高
い
身
と
し
て
か
り
だ
す
な
ど
、
一
般
の
者
か
町

一
分
と
さ
れ
、
そ
の
く
ら
し
は
、
農
民
が
ら
憎
し
み
を
か
う
よ
う
に
さ
せ
た
の
で
内

問

お

さ

め

る

年

貢

に

よ

っ

て

支

え

ら

れ

て

す

。

叩

一
配
「
|
-
「
|
」
「

Ili--」
「
J
引
」
そ
し
て
、
揺
ら
ぐ
た
び
に
、
差
別
を
一

一

一

七

二

畏

二

工

二

尚

二

例

一

強

化

し

ま

し

た

。

一

一

ョ

七

「

一

-
f
L
f十
1

こ
の
よ
う
に
身
分
・
職
業
・
居
住
地
叶

山

梨

「

上

「

L
可

4
1
d
の
三
位
一
体
の
差
別
に
よ
り
、
ひ
と
に
一

一J
，

Z
E
=工
剛
一
一
灯
川
一
、
ぎ
り
の
武
士
が
権
力
を
保
持
す
る
た
め
一

一
分
一
対
曲
長
一
枇
引
」
扇
世
に
政
策
的
に
部
落
を
つ
く
り
あ
げ
た
の
…

一

「

L
「

I
l
l
-し

「

l
じ

で

す

。

(

つ

つ

く

)



(6) おおず広報自然の美しさを生かし観光都市づくりにつとめる。

粟
特@
産し
物い
がた
欲け '1，_ 
しな~'
L'どい
での
す
ね

No.l 6 

V
鹿
児
島
県
阿
久
根
市
の
出
身
で
す
。

熊
本
県
境
に
近
い
市
で
す
。
天
気
の
い

い
日
に
は
、
天
草
の
島
々
を
見
る
こ
と

が
で
き
ま
す
。

V
主
人
(
康
男
さ
ん
)
と
は
、
姫
路
の

職
場
で
知
り
あ
い
、
昭
和
三
十
九
年
に

姫
路
で
結
婚
し
ま
し
た
。
昭
和
四
十
二

平
野
・
本
谷
巴

成
見
サ
ダ
子
(
位
歳
)

年
に
大
洲
に
帰
っ
て
き
ま
し
た
。

亨
子
供
は
、
長
男
の
隆
樹
(
高
二
)
と

長
女
の
知
佐
子
(
小
二
)
の
二
人
で
す
o

v
大
洲
の
第
一
印
象
は
、
ず
い
ぶ
ん
で

い
ね
い
な
言
葉
を
使
う
所
だ
と
い
う
こ

と
で
す
。
例
え
ば

H

お
た
ベ
や
H

と
か

H

お
し
な
晶
子
以
と
い
う
言
葉
で
す
。 婦人労働旬開

10月 21 日 ~31 日

八
月
二
十
一
日
か
ら
松
山
市
で
行
わ

れ
た
第
十
三
回
全
国
中
学
サ
ッ
カ
ー
大

会
に
、
新
谷
中
は
四
国
代
表
と
し
て
出

場
し
ま
し
た
。

二
十
一
日
の
一
回
戦
で
は
、
福
島
の

小
名
浜
二
中
と
対
戦
し
、
前
半
2
点
を

一
先
取
さ
れ
ま
し
た
が
、
前
半
一
点
、
後

一
半
に
二
点
を
入
れ
逆
転
勝
を
し
ま
し
た
。

一
二
十
二
日
の
二
回
戦
で
は
、
千
葉
の

一
宮
本
中
と
対
戦
し
、
三
対
O
と
快
勝
し

ま
し
た
。
こ
の
試
合
で
三
年
の
古
川
保

教
選
手
が
ハ
ッ
ト
ト
リ
ッ
ク
(
一
選
手

が
一
試
合
で
三
得
点
を
あ
げ
る
こ
と
)

を
達
成
し
ま
し
た
。

二
十
三
日
の
準
々
決
勝
で
は
、
岡
山

の
守
野
中
と
ベ
ス
ト
4
進
出
を
か
け
て

対
戦
し
ま
し
た
が
、
善
戦
む
な
し
く
四

対
一
と
敗
れ
ま
し
た
。

地
元
新
谷
か
ら
は
連
日
二
百
人
を
超

え
る
応
援
団
が
会
場
に
行
き
、
新
谷
中

イ
レ
ブ
ン
の
健
闘
に
さ
か
ん
な
拍
手
や

声
援
を
送
っ
て
い
ま
し
た
。

全国中学サッカ一大会でベスト 8まで
進出した新谷中イレブン。

V
気
候
的
に
は
、
過
ご
し
ゃ
す
い
で
す

ね
。
ま
た
、
山
に
固
ま
れ
て
お
り
、
親

し
み
ゃ
す
い
地
域
で
す
ね
。

V
大
洲
は
栗
と
か
し
い
た
け
と
い
う
特

産
物
が
あ
る
の
に
、
そ
の
加
工
品
が
な

く
少
し
お
し
い
気
が
し
ま
す
。

V
楽
し
み
は
、
時
聞
を
み
つ
け
て
ペ
ー

パ
ー
フ
ラ
ワ
ー
を
作
る
こ
と
で
す
。

マ
王
人
は
、
仕
事
が
ら
留
守
が
ち
で
す

が
、
一
家
に
い
て
欲
し
い
で
す
ね
。

wv
家
族
そ
ろ
っ
て
、
旅
行
を
し
て
み
た

い
で
す
ね
。

行
月
刊
日

中
央
公
民
館
で

心
身
障
害
児
の

教
育
相
談

子
供
が
す
こ
や
か
に
生
ま
れ
育
っ
て

い
く
こ
と
は
、
親
と
し
て
の
願
い
で
す
。

し
か
し
、
い
ろ
い
ろ
な
原
因
で
、
障
害

を
持
っ
た
子
供
が
生
ま
れ
た
り
、
健
康

で
生
ま
れ
た
子
供
が
成
長
の
途
中
で
障

害
を
持
つ
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
子
供
さ
ん
を
持
っ
た
ご

両
親
は
、
い
ろ
い
ろ
と
悩
み
を
持
た
れ

て
い
る
こ
と
と
思
い
ま
す
。

県
・
市
で
は
、
こ
の
よ
う
な
子
供
や

保
護
者
を
対
象
に
就
学
、
養
育
な
ど
に

つ
い
て
県
の
専
門
の
先
生
に
よ
る
相
談

会
を
実
施
し
ま
す
。

H
U点
究
コ
i

・
土
寸
晴
司

土午二一一ロ

E
L

口
μ
日

μ

日
月
日
日

9
時
却
分

1
日
時

会
場
大
洲
市
中
央
公
民
館

申
し
込
み
は
、
教
育
委
員
会
学
校
教

育
課
か
最
寄
り
の
小
中
学
校
へ
。

教
育
委
員
会
宮
④
7
1
1
6

長
女
の
知
佐
子
さ
ん
と
。

新
刊
図
書
案
内

愛
媛
香
川
の
わ
ら
べ
歌

岩
井
正
浩
・
他
著

や
さ
し
い
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー

竹

内

均

著

男
は
初
代
に
何
を
な
す
べ
き
か

鈴
木
健
二
著

新
渡
戸
稲
造
物
語
堀
内
正
己
著

さ
み
、
人
聞
の
出
番
だ
都
留
重
人
著

ミ
l
時
代
の
ア
メ
リ
カ
佐
藤
隆
三
著

国
家
公
務
員
試
験
受
験
ガ
イ
ド

日
本
人
事
行
政
研
究
所
編

す
ば
ら
し
い
朝
を
抱
い
て

松
井
一
恵
・
他
著

保
育
社
の
原
色
図
鑑
(
植
物
編
お
冊
)

原
色
日
本
植
物
図
鑑
1
1
5

帰
化
植
物
図
鑑

ク
高
山
植
物
図
鑑

ク
薬
用
植
物
図
鑑
他

図
説
看
護
の
基
礎
新
思
潮
社

接
着
の
は
な
し
永
田
宏
二
作

J
I
S
総
目
録
日
本
規
格
協
会

お
は
な
し
品
質
管
理
田
村
照
一
作

白
川
義
員
山
岳
写
真
全
集
1
小
学
館

城

ケ

島

の

雨

末

永

文

子

著

暁
香
坂
の
愛
工
藤
美
代
子
他
著

赤

い

描

仁

木

悦

子

著

夢

の

ソ

ナ

チ

ネ

清

岡

卓

行

著

ひ
こ
ば
え
の
歌
山
下
惣
一
著

冬

祭

り

泰

恒

平

著

序

章

今

井

公

雄

著

炎

熱

商

人

深

田

祐

介

著

戦

国

孤

影

笹

沢

左

保

著

炎
の
ラ
ン
ナ
ー

w・J
-

ウ
ェ
ザ
ピ
l
著

図

書

館

山

/
9
1
m
/
幻

秋
の
読
書
週
間



おおず広報よい風習を育て、住みよい環境をつくる。

v 大洲広域消防に

最新鋭のポンプ車贈られる
8月31日、消防活動に役立てて下さい一一ーと、

日本損害保険協会から、大洲地区広域消防組合に、
最新鋭のポンプ車が寄贈されました。この車は、

4輪駆 動 で 4本のホースにより、毎分 2，800リッ

トルの放水が可能です。車は、「火災保険号 と大

洲ミ」と命名されました。

(7) 

......といもたきと始まる
水郷大il'ト|初秋の風物詩といも

たきとが 8月下旬より肱川河原

で始まりました。 300年の伝統

を誇る大洲のいもたきに、市内

から、また県内外から多数の人が

訪 れ 、 名 月 を 楽 し み な が ら 名 物
のといもとに舌つづみを打って

いました。

4.asZ 
t("-"，-r 
戸 C入品ー

包巴))J

A 合唱、郷土芸能で交流
合唱まつり、地域文化祭

8月 8日、市民会館大ホールで第34回合唱まつ

り、地域文化祭が聞かれ、 500人 あ ま り の 観 客 で
にぎ、わいました。この大会は、大洲市、八幡浜市

喜多郡、東宇和郡、西宇和郡の 2市 3郡が歌や郷

土芸能を通じて交流しようと聞かれたものです。
合唱16グループ 100人、地域文化祭には12グルー

プ 200人が参加し、交流を深めていました。

話ご

hv
雨
の
中
五
十
四
川
を
完
歩

ボ
ー
イ
ス
カ
ウ
ト
大
洲
第
一
団

県
庁
か
ら
大
洲
駅
ま
で
の
五
十
四
回
を
十
七
時
間
か
か
っ
て
、
二
十

二
人
の
ボ
ー
イ
ス
カ
ウ
ト
隊
員
が
完
歩
し
ま
し
た
。

七
月
十
日
午
後
六
時
半
、
県
庁
前
を
ス
タ
ー
ト
し
た
隊
員
は
、
途
中

雨
に
あ
い
な
が
ら
も
、
翌
日
午
前
十
一
時
半
に
大
洲
駅
に
到
着
し
ま
し

た
。
成
同
英
樹
君
(
喜
多
小
五
)
な
ど
の
隊
員
は
、
完
歩
し
た
満
足
感

で
炉
れ
も
忘
れ
て
い
ま
し
た
。

固
定
資
産
税
係
よ
り

新
・
増
築
家
屋
の
調
査

9
月
中
旬

1
1月
中
旬

9
月
中
旬
か
ら
、
新
築
ま
た
は
増

築
さ
れ
た
家
屋
に
つ
い
て
、
固
定
資

産
評
価
の
た
め
に
実
地
調
査
を
行
い

ま
す
の
で
、
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま

す。
な
お
、
滅
失
(
と
り
こ
わ
し
)
家

屋
の
調
査
も
あ
わ
せ
て
行
い
ま
す
の

で
、
該
当
家
屋
の
み
る
人
は
、
固
定

資
産
税
係
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

調
査
期
間
昭
和
町
年
9
月
中
旬
か

ら
昭
和
四
年
1
月
中
旬

ま
で

対
象
家
屋
昭
和
町
年
1
月
2
日
以

降
に
異
動
の
あ
っ
た
家

屋

詳
し
く
は
、
市
税
務
課
固
定
資
産

税
係
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

告
④
2
1
1
1
内
線
2
1
5

秋
の
行
楽
シ
ー
ズ
ン
で
す

長
距
離
の
ド
ラ
イ
フ
は

安
全
運
転
を
心
が
け
ま
し
ょ
う

8月末までの
大洲市内の交通事故

8月末 Hi' fJミ
J){ {!十 [，;J )!:Ij 

件数 75 118 

負傷者 100 147 

死者 2 1 
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